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「
元
気
を
出
し
て
」
は
、
竹
内
ま
り

や
さ
ん
が
30
年
近
く
前
に
書
い
た
曲
の

題
名
で
す
。
当
時
は
薬
師
丸
ひ
ろ
子
さ

ん
の
ア
ル
バ
ム
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
歌
の
フ
レ
ー
ズ
に
次
の
よ
う

な
詩
が
あ
り
ま
す
。

　　

幸
せ
に
な
り
た
い

　

気
持
ち
が
あ
る
な
ら

　

明
日
を
見
つ
け
る
こ
と
は

　

と
て
も
簡
単

　

人
生
は
あ
な
た
が

　

思
う
ほ
ど
悪
く
な
い

　

早
く
元
気
出
し
て

　

あ
の
笑
顔
見
せ
て

　

失
恋
を
し
た
女
性
を
、
親
友
（
女
友

達
？
）
が
慰
め
る
名
曲
で
す
。
ち
な
み

に
こ
ん
な
詩
も
あ
り
ま
す
。

　

チ
ャ
ン
ス
は
何
度
で
も

　

訪
れ
て
く
れ
る
は
ず

　

彼
だ
け
が
男
じ
ゃ
な
い
こ
と
に

　

気
付
い
て

　

こ
の
歌
を
、
様
々
な
境
遇
に
置
き
換

え
て
み
る
と
…
、
友
達
と
の
ケ
ン
カ
、

学
校
の
成
績
ダ
ウ
ン
、
仕
事
上
の
失
敗
、

家
庭
内
の
イ
ザ
コ
ザ
、
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
ま
す
。
で
も
、
み
ん
な
、
あ
な
た

が
解
決
し
た
い
と
思
え
ば
何
と
か
で
き

る
こ
と
で
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
、
実

は
何
度
か
あ
っ
た
こ
と
も
、
あ
な
た
は

分
か
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　

３
月
11
日
以
降
、
辛
い
境
遇
で
毎
日

を
生
き
る
被
災
者
は
、
個
人
の
努
力
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
。
そ
れ
で
も
炊
き
出
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
、
「
あ
り
が
と
う
、
美
味
し
い
ね
」

と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な

皆
さ
ん
に
、
逆
に
励
ま
さ
れ
て
帰
っ
て

き
た
市
民
が
大
勢
い
ま
す
。

　

自
然
の
力
に
は
抗
え
ま
せ
ん
。
明
る

過
ぎ
た
夜
、
行
き
過
ぎ
た
個
人
主
義
を

反
省
し
、
大
切
な
何
か
に
思
い
を
巡
ら

せ
る
時
が
来
て
い
ま
す
。

  

春
で
す
。
市
内
は
花
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
被
災
地
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

　「
元
気
を
出
し
て
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩

まちづくり
日記

No.23

　
仙
北
市
の
国
保
は
、
医
療
の
高

度
化
や
加
入
者
の
高
齢
化
に
よ
っ

て
加
入
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
増
え
続
け
、
こ
れ
ま
で
は
国
保

会
計
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
収
支
の

均
衡
を
保
っ
て
き
ま
し
た
が
、
合

併
以
来
単
年
度
の
赤
字
が
続
き
、

平
成
22
年
度
で
基
金
が
枯
渇
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
は
医
療
費
の

増
加
に
見
合
う
財
源
を
確
保
す
る

た
め
の
国
保
税
の
引
き
上
げ
が
避

け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
本
来
、

国
や
県
な
ど
か
ら
の
公
的
支
出
金

と
加
入
者
が
納
め
る
国
保
税
を
財

源
と
す
る
独
立
採
算
が
基
本
の
国

保
の
運
営
は
、
非
常
に
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、

将
来
は
国
保
会
計
の
破
綻
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
仙
北
市
で
は

医
療
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
国
保
制
度
を
堅
持
し
、
将

来
に
わ
た
り
市
民
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営

安
定
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

※本計画書の本編は仙北市の
ホームページに掲載しているほ
か、市民課（☎ 43―３３０７）
にも備え付けていますのでご利
用ください。
《パソコンからの計画書のダウン
ロード方法》仙北市ホームペー
ジ→行政情報→行政計画→国民
健康保険財政運営安定化計画（Ｐ
ＤＦファイル）から

一般会計繰入金（１億円）

医療費の上昇に伴う
急激な税負担の緩和

（税収の補填）

財政調整基金の増資に
よる財政の基盤強化　

（基金の積立）

２
国
保
税
の

　

   

収
納
率
向
上
対
策

仙
北
市
収
納
対
策
計
画
に
基
づ
く

具
体
的
取
組
み

・
口
座
振
替
の
促
進
・
夜
間
納
付
窓

口
の
開
設
や
夜
間
訪
問
徴
収
の
実
施

・
徴
収
嘱
託
員
に
よ
る
訪
問
徴
収

・
滞
納
者
の
状
況
把
握
と
短
期
被
保

険
者
証
お
よ
び
資
格
証
明
証
の
発

行
に
よ
る
納
税
相
談
の
強
化

・
滞
納
者
の
財
産
調
査
と
滞
納
処
分

の
実
施

３
医
療
費
の
適
正
化

資
格
の
管
理
、レ
セ
プ
ト
点
検
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク（
後
発
医
薬
品
）
の
普
及

促
進

・
被
保
険
者
の
異
動
に
伴
う
資
格
の

適
正
化
・
重
複
受
診
者
へ
の
受
診

指
導
・
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
に
よ

る
点
検
の
効
率
化

・
交
通
事
故
等
に
係
る
賠
償
請
求
と

資
格
喪
失
後
の
受
診
に
係
る
療
養

給
付
費
返
還
請
求

・
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
Ｐ
Ｒ（
広
報
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
の
実
施
）

４
保
健
事
業
の
推
進

健
康
づ
く
り
、
疾
病
の
重
症
化
予

防
事
業
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制

・
特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指
導

の
推
進
（
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な

る
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
発
見
と
改
善
）

・
各
種
健
診
の
費
用
助
成
・
人
間

ド
ッ
ク
へ
の
助
成
・
健
康
づ
く
り

の
推
進
（
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
、
各
種

健
康
教
室
の
開
催
）

・
幼
児
の
歯
の
健
康
指
導
・
幼
児
期

か
ら
の
食
育
指
導
・
高
齢
者
介
護

予
防
事
業

　

本
計
画
の
進
行
に
は
、
国
保
加

入
者
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
市
民
の

ご
理
解
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
計
画
の

内
容
を
公
表
し
、
運
営
状
況
に
よ

り
計
画
の
修
正
が
行
わ
れ
た
場
合

も
速
や
か
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
財
政
運
営
の

　
　
　
　

基
本
方
針

国
保
税
の
適
正
賦
課
、
一
般
会
計
繰

入
れ
に
よ
る
財
政
収
支
の
改
善
と

財
政
基
盤
の
強
化

○
計
画
の
進
行
管
理

　
　
　
　
と
市
民
へ
の
公
表

○
国
保
事
業
の
運
営
安
定
化
に

　 

　
　
向
け
た
取
組
み
（
計
画
の
骨
子
）

○計画策定の背景
（仙北市国保の現状）

・被保険者の高齢化による一人当り医療費
の増加（医療の高度化と生活習慣病の増加）
・被保険者数の減少と経済状況の悪化によ
る課税所得の減少　⇒　国保税収入の減少
・合併以来５年連続単年度の赤字

・税収不足を補うため財政調整基金を投入
・基金の枯渇⇒医療費の増加＝国保税の上昇
・被保険者の税負担が増加

↓

【財政悪化による国保会計破綻の恐れ】

収支の

不均衡

　市民の皆様や団体が支援活
動、ボランティア活動など、さ
まざまな形でご協力をいただき
いています。厚く御礼申し上げ
ます。一部をご紹介します。

4 月 10 日
団体名　　羽後交通職員有志
支援場所　大槌町かみよ稲穂館避難所
支援内容　炊き出し：きりたんぽ鍋・
　　　　　まんじゅう・がっこ 150 食
4 月 12 日
団体名　　田沢湖水深委員会
支援場所　山田町ちびっ子公園
支援内容　駒ヶ岳温泉足湯提供 200 人
4 月 13 日
団体名　　遊々楽々３とぴあ
支援場所　山田町田の浜地区
支援内容　炊き出し：昼食そば 400 食
4 月 14 日
団体名　　瀧神巧業
支援場所　山田町
　　　　　大浦漁村センター避難所
支援内容　炊き出し：豚汁　おにぎり 
　　　　　　　　　　　　　　150 食

4 月 14 日
個人名　　藤村春之
支援場所　山田町豊間根保育所、
　　　　　山田第１保育所
支援内容　炊き出し：焼き芋 200 食
4 月 19 日
団体名　　ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ西木研究会
支援場所　山田町豊間根地区避難所
支援内容　炊き出し：だまこ鍋
　　　　　ほうれんそう和え物 100 食
4 月 19 日
団体名　　包和会
支援場所　山田第２保育所
支援内容　おもちゃ・お菓子など提供
4 月 20 日
団体名　　村っこ物産館
支援場所　山田町
　　　　　大浦漁村センター避難所
支援内容　炊き出し：山菜鍋
　　　　　　　　　　おにぎり 100 食

被災地避難所等

支援活動

「
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
安
定
化
計
画
」
を
策
定

～
市
民
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て

    

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

  ○計画の期間
　   平成 23 年度～平成 27 年度（５年間）

・
国
保
税
の
適
正
賦
課
→
医
療
費
の

増
加
に
見
合
う
税
収
の
確
保

（
毎
年
度
の
税
率
の
見
直
し
）

・
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
入
れ

の
実
施
（
計
画
期
間
中
に
毎
年
度

１
億
円
を
繰
入
れ
）

⇒



春
の
火
災
予
防
運
動

駆
け
付
け
訓
練

　
４
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
春

の
火
災
予
防
運
動
初
日
、
市
内
４

カ
所
で
火
災
の
発
生
を
想
定
し

た
駆
け
付
け
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
地
区
と
も
雪
が
残
る
寒
い

中
で
の
訓
練
で
し
た
。「
東
日
本

大
震
災
」
発
生
後
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
防
火
・
防
災
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　

４
月
９
日
、
角
館
地
区
桧
木
内

川
両
岸
町
内
会
の
皆
さ
ん
、
角
館

漁
業
協
同
組
合
、
仙
北
市
商
工
会
、

角
館
観
光
協
会
、
仙
北
市
地
域
婦

人
連
絡
協
議
会
、
角
館
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
仙
北
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
角
館
町
建
設
業
協
会
、

角
館
消
防
署
、
伊
藤
建
設
工
業

（
横
手
市
）
の
方
々
総
勢
１
４
４

人
が
参
加
し
、
桧
木
内
川
河
川
敷

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
雨
の
中
、 

収
集
さ
れ
た

ご
み
の
量
は
可
燃
ご
み
３
２
０
ｋ

ｇ
、
不
燃
ご
み
７
６
０
ｋ
ｇ
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
17
日
に
は
田
沢
湖・

西
木
地
区
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
地
域
住

民
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

道
路
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
が
ん
ば
ろ
う
！ 

東
北　

角
館

の
桜
」
を
前
に
角
館
町
建
設
業
協

会
と
万
六
建
設
㈱
の
社
員
の
皆
さ

ん
が
４
月
20
日
、
市
内
の
主
要
路

線
の
道
路
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た
。

　

花
見
期
間
に
全
国
か
ら
の
観
光

客
に
気
持
ち
よ
く
町
を
散
策
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
、
歩
道

や
道
路
の
路
肩
に
寄
せ
ら
れ
た
土

砂
や
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
収
集
や

道
路
施
設
な
ど
を
清
掃
し
て
廻
り

ま
し
た
。

   

仙
北
市
の
本
格
的
な
観
光
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
清
掃
・
美
化
活
動
が

促
進
さ
れ
、
観
光
客
の
方
々
を
気

持
ち
よ
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

   

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、
経
済
産
業

大
臣
指
定
伝
統
的
工
芸

品
の
産
地
や
指
定
以
外

の
産
地
で
、
長
年
に
わ

た
り
技
術
の
維
持
向

上
、
後
継
者
の
育
成
指

導
等
産
地
の
振
興
に
指

導
的
役
割
を
果
た
し
て

こ
ら
れ
た
方
々
へ
、
財

団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興

協
会
よ
り
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功

労
者
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
か
ら
は
佐
々
木
佐
年
さ

ん
が
樺
細
工
の
産
業
振
興
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
を
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
表
彰

樺
細
工
　
佐
々
木
佐
年
さ
ん

　

３
月
20
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承

館
で
仙
北
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成

22
年
度
に
功
績
を
認
め
ら
れ
た
25

個
人
、
２
団
体
に
功
労
賞
、
栄
光

賞
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、「
県
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ

ン
タ
ー　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
小
倉
江
晃
輔
氏
」
の
講
演

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

○
功
労
賞

　
（
軟
式
野
球
）
大
石
幸
夫
、

　
　
大
平
弘
司
、
小
松
勇
司

　
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

　
　
高
橋
達

○
栄
光
賞

　
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
伊
藤
雅
英
、

　
　
高
藤
久
晴
、
新
山
基
紀
、

　
　
高
橋
幸
夫
、
川
井
愛
美

　
（
陸
上
）
伊
藤
真
祐
子
、

　
　
山
田
真
実
、
西
宮
賢
亮

　
（
ス
キ
ー
）
大
橋
和
倫
、

　
　
船
橋
麻
美
、
最
上
愛
里
沙
、

　
　
村
田
輝
昭

　
（
水
泳
）
清
水
真
央

　
（
馬
術
）
藤
枝
江
梨
香
、

　
　
阿
部
大
輔
、
三
浦
祐
芽
子
、

　
　
藤
村
香
菜
子

○
栄
光
賞　
団
体

　
（
ス
キ
ー
）

　
　
県
立
角
館
高
等
学
校

○
奨
励
賞

　
（
陸
上
）
門
脇
夏
紀

　
（
空
手
）
木
元
美
禪

○
奨
励
賞　
団
体

　
（
軟
式
野
球
）
角
館
Ｍ
Ａ
Ｘ

○
指
導
者
賞

　
（
陸
上
）
村
岡
正
志

　
（
野
球
）
村
上
貴
義

27
組
が
受
賞

仙
北
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

画
業
20
周
年
記
念

細
川
良
治
日
本
画
展

　

角
館
町
平
福
記
念
美
術
館
で
細

川
良
治
日
本
画
展
が
４
月
17
日
か

ら
５
月
31
日
の
会
期
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
17
日
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
細
川
良
治
さ

ん
か
ら
市
に
『
若
葉
』（
テ
ノ
ー

ル
歌
手
本
田
武
久
さ
ん
と
樺
細
工

の
ピ
ア
ノ
が
描
か
れ
た
作
品
）
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｏ
ｔ

ｏ
を
楽
し
む
会
の
樺
細
工
の
ピ
ア

ノ
演
奏
も
行
わ
れ
、
開
会
を
祝
い

ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い

　

４
月
13
日
に
小
池
は　

子
さ
ん

が
白
寿
を
迎
え
、
市
か
ら
お
祝
い

と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
沢
湖
龍
神
太
鼓
、
安
藤
兄
弟

の
演
奏
を
は
じ
め
多
く
の
出
し
物

の
他
、
会
場
外
の
屋
台
で
は
県
南

Ｂ
級
グ
ル
メ
も
無
料
で
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
募

金
活
動
も
行
わ
れ
、
集
め
ら
れ
た

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
送

ら
れ
ま
す
。

「
今
で
き
る
こ
と
を
」
復
興
応
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

４
月
17
日
、
神
代
体
育
館
を
会

場
に
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
、
精

巧
堂
印
刷
所
、
安
藤
兄
弟
な
ど
の

企
画
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
今
で
き
る
こ
と
を
」
と
出
演

者
や
協
力
者
の
皆
さ
ん
で
開
催
さ

れ
た
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
県
南
地
域
に
他
県
か
ら

避
難
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
「
地
元

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
少
し
で
も
元
気

に
な
れ
る
よ
う
に
」
と
招
待
さ
れ

ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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◆募集期間　5月2日（月）～ 20日（金）

◆募集住宅

　【さくらぎの里　D-3-1】（築13 年）

　・住所　角館町雲然荒屋敷409

　・規格　2 戸長屋 3LDK・2階建

　・月額家賃　23,600 円から（所得額による）

　・月額駐車料金　1 区画 2,000 円

※入居時に月額家賃の3 カ月分の敷金の納付、連帯

保証人が必要となります。

※暖房器具は、屋外給排気式（FF式等）または電気

ストーブを使用していただきます。

※申し込みは 1 世帯 1 戸限りです。

◆入居資格　次の①～⑤までの条件にすべてあて

　はまること。

　①現に同居し、または同居しようとする親族が

　　あること。（婚姻の予約者を含む）

　②月額所得が158,000円以下であること。ただし、

　　小学校就学前の子どもがいる世帯は 214,000 円

　　以下であること。

　③現に住宅に困窮していることが明らかな者で

　　あること。

　④市税を滞納していない者であること。

　⑤暴力団員でないこと。

※昭和 31 年 4 月 1 日以前に生まれた方は単身入居

可能です。

※市外在住の方でも入居可能です。

※不明な点がありましたら事前に都市整備課へご

連絡ください。

◆申込方法　申込書に必要事項を記入し必要書類を

　添えて、募集期間内に提出してください。（当日必着）

◆提出先・申込書設置場所　都市整備課（西木庁舎）、

　田沢湖地域センター、角館地域センター

◆添付書類

　①入居希望者の世帯の住民票謄本1通（省略事項

　　のないもの・婚姻予定者等は各1通）

　②入居希望世帯の市県民税世帯証明書1通（また

　　は過去１年間の所得を証明する書類）

　③入居希望者全員の納税証明書各1通（学生は除

　　く）

　※いずれも市役所窓口で発行しています。（手数

　料が掛かります）

◆選考方法　応募者多数の場合、書類審査のうえ

　公開抽選（申込人によるくじ引き）を行います。

　抽選日時　5月27日（金）14：00

　抽選場所　西木総合開発センター2階　農林研修室

◆入居時期　6月3日（金）から入居可能です。

◆問合せ　仙北市都市整備課　住宅公園係

　 43-2295

市 営住宅入居者募集

　田沢湖地区防災行政無線の昼のチャイムが 5月1

日から6月30日まで、「ローレライ」から「若葉」（メ

ロディーチャイム）に変わります。

　「若葉」は学校音楽の作曲や指導者として知られ

る、田沢湖神代出身の作曲家「平岡均之」氏作曲の

文部省唱歌です。

◆問合せ　仙北市田沢湖地域センター　 43-1115

昼 のチャイムで「若葉」を放送し
ます　　田沢湖地区防災行政無線

　市では現在、仙北市市民読書条例制定に向けて

検討を行っています。

　これまで、庁舎内関係課、県関係機関等と協議

を行い条例（案）を作成しました。

　つきましては、市民の皆様から本条例（案）への

ご意見を募集します。

◆意見募集対象　仙北市市民読書条例（案）

◆公開・募集期間　5月2日（月）～ 16日（月）

◆内容の公開場所　仙北市ホームページ、企画振興

　課（田沢湖庁舎）、角館地域センター、西木地域セ

　ンター、学習資料館、田沢湖図書館

◆意見の提出方法　特に様式の指定はありません。

　郵送、FAX、メール等どのような方法でも結構で

　すが、住所、氏名を明記してお寄せください。

◆問合せ　仙北市企画振興課　企画振興係

　 43-1112　FAX 43-1300

　 メール kikaku@city.semboku.akita.jp

市 民読書条例（案）に関する
パブリックコメント募集

　今年度も、普通共有林野区域内の入山規制を、引

き続き実施します。

　つきましては、共用者（仙北市民）に対する入山

許可証（個人券）の交付を、次のとおり開始します。

必要な方は、事前に最寄りの交付場所で申請し、お

受け取りください。

※料金徴収所（小和瀬、黒石）では交付しません。

◆入山許可証の交付場所　

　田沢湖地区にお住まいの方／田沢湖地域センター、

　田沢・神代出張所

　西木地区にお住まいの方／農山村活性課（西木

　第2庁舎）、桧木内・上桧木内出張所

　角館地区にお住まいの方／角館地域センター

◆交付期間　5月16日（月）～ 6月17日（金）頃まで

　（土・日は交付しません）

◆手数料　個人券（1人1枚）500円

　※市民の方すべて個人券となります。

　※市外の入山者は一人1日1,000円を徴収します。

●入山許可証交付申請を依頼されて来られる方は、

あらかじめ依頼人の住所・年齢・電話番号を確認

のうえ、申請してください。

【入山規制について】

◆有料採取を行う区域と料金徴収場所

　・田沢湖田沢字小和瀬沢国有林ほか15,685ha

　・小和瀬林道入口、黒石林道入口の2カ所

◆入山規制開始予定日　5月28日（土）を予定

　（変更する場合もあります）

◆問合せ　仙北市普通共有林野運営協議会

　事務局：仙北市田沢湖地域センター

　 43-1115、43-1147

普 通共有林野区域内の入山規制
と入山許可証の交付について

　平成 23 年度仙北市税等の納期限は下記のとおり

です。納期限内の納付をお願いします。

◆問合せ　仙北市税務課　 43-1117

平 成23年度仙北市税等　　　　
納期限のお知らせ

①募集予定期間：5月13日から23日まで

　●担当課　観光課　 43-3352

　●募集業種・人数　作業員 2人

　●事業名　自然公園等環境保全事業

　●内容　公園、遊歩道等の刈払い等の整備作業

　●雇用予定期間　6月2日から6カ月

②募集予定期間：5月9日から13日まで

　●担当課　建設課　 43-2294

　●募集業種・人数　環境整備作業員 4人

　●事業名　市道および普通河川維持整備事業

　●内容　市道および普通河川の支障となる立木

　　　　　の枝払いや伐採作業

　●雇用予定期間　6月1日から4カ月

◆申込方法　ハローワーク角館からの紹介状と履

　歴書を、各担当課へ持参してください。

　※郵送での受付はしません。

◆問合せ　詳細については、担当課へお問い合わ

　せください。

※採用は、書類および面接により選考します。

※募集業種、採用人数、雇用予定期間が変更にな

る場合がありますのでご了承ください。

※仙北市臨時職員募集は、企業の景気悪化により

解雇および離職を余儀なくされた方々を対象とし

た就業支援として行っています。

　また、採用については、仙北市民の方を優先さ

せていただきます。

緊 急雇用対策　　　　　　　
仙北市臨時職員を募集します

　自宅の水道の漏水を修理したときは、水道料金

が減免になります。この場合、「仙北市指定給水装

置工事事業者」の指定を受けている業者が修理し

た場合に限り、料金の減免となりますのでご注意

ください。

　なお、業者の問い合わせ、不明な点は企業局業

務課までお電話ください。

◆問合せ　仙北市企業局　業務課　 54-2388

水 道の漏水による料金の減免に
ついて

税目
納期限

月 5 6 8 8 9 10 11 12 1 2
日 31 30 1 31 30 31 30 28 31 29

市県民税（納付書と口座振替の方） ● ● ● ●

固定資産税 ● ● ● ●

軽自動車税 ●

国民健康保険税（納付書と口座振替の方） ● ● ● ● ● ● ● ●

後期高齢者医療保険料（納付書と口座振替の方） ● ● ● ● ● ● ● ●

市役所からの
お知らせ
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子
育
て
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

子育て支援センター情報

　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがあります。

子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援する基

盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこ

とでもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX

等はいつでも】

だしっこルーム（生保内保育園内）

43-1025　FAX 43-3256

11 日（水）／リズムあそび

18 日（水）／作ってあそぼう

25 日（水）／お砂場であそぼう・身体測定

時間／ 9：30 ～ 11：30

わかばルーム（神代保育園内）

44-2502　FAX 44-2931

10 日（火）／踊ろう！歌おう！

17 日（火）／お外であそぼう！

24 日（火）／お外であそぼう！

31 日（火）／お散歩に出かけよう

時間／ 9：30 ～ 11：30

「わいわい広場」

26 日（木）／保健師さんのお話を聞く（赤

ちゃんの外あそびについて）・情報交換・身

体測定

「赤ちゃん広場（0 ～ 1 歳児）」 いちごルーム（角館保育園内）

53-2918　FAX 53-2919

11 日（水）／みんなであそぼう

25 日（水）／音をだしてあそぼう

☆角館児童館（旧角館保育園）で開催

時間／ 10：00 ～ 11：00

なかよしルーム（にこにこ保育園内）
47-2525　FAX 47-2323

11 日（水）／健康チェック・保育園のお
友だちと一緒にあそぼう
18 日（水）／園庭であそぼう
25 日（水）／お散歩に行こう

時間／ 9：30 ～ 11：30

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）
48-2345　FAX 48-2525

12 日（木）／ホールであそぼう・身体測定19 日（木）／園庭であそぼう
26 日（木）／小麦粉粘土であそぼう

時間／ 9：30 ～ 11：20

みんなで
ダンス！

子
育
て
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　子ども手当は、平成23年4月～ 9月までの6カ月間、

これまでと同じ月額13,000円で、引き続き支給される

ことになりました。

●対象者／中学校修了までの子どもを養育している方

●支給額／支給対象の子ども一人につき月額13,000円

●支給月／

　・平成23年6月（平成23年2月～ 5月分）

　・平成23 年10月（平成23 年6月～ 9月分）

●ご注意／

　◆次の方は、市役所各窓口への申請手続きが必要で

　　す。（公務員の方は、職場での手続きとなります）

　　○出生などにより、新たに養育する子どもができ

　　　た方

　　○既に受給していて、出生などにより養育する子

　　　どもが増えた方

　　○既に受給していて、他の市町村から引越しをさ

　　　れた方　

※子どもが生まれたときは、新たに請求が必要です。

原則として、請求のあった月の翌月分から支給となり

ますので、ご注意ください。

　◆次の方は、手続きの必要はありません。

　　○既に受給していて、支給対象となる子どもの数

　　　に変更がない方

　◆平成23年6月の現況届の提出は不要です。

　　　ただし、10月に届出・申請などが必要となること

　　があります。

　◆平成23年10月以降の制度については、決まり次第

　　お知らせします。

【問合せ】仙北市子育て推進課　家庭援護係　 43-2280

日 対象 場所
6日（金） 3歳児

健康管理センター

（角館）

12日（木）2歳児歯科
13日（金）10カ月児
20日（金）1歳6カ月児
27日（金）4カ月児

日 対象 場所

10日（火）
午前：7カ月児

午後：12カ月児

健康管理センター

（角館）

日 対象 場所
9日（月）

母子手帳交付
健康管理センター

（角館）

17日（火）
23日（月）
31日（火）

日 種類 場所
11日（水）BCG・三種混合 西木保健センター

17日（火）BCG・三種混合
田沢湖健康増進
センター

23日（月）ポリオ 西木保健センター

25日（水）BCG・三種混合
健康管理センター

（角館）

乳幼児健診

乳児相談

母子手帳交付

予防接種

５月の健康カレンダー

＜児童福祉週間＞子どもや家庭について社会全体で考

えること、また、子どもの健やかな成長について社会

的な喚起を図ることを目的として、さまざまな啓発事

業や行事を全国的に展開しています。昭和 22 年から毎

年 5 月 5 日の「こどもの日」を中心に定められています。

　今年は「東日本大震災で被害にあった子どもたちを

元気づけるプロジェクト」として 4 月 25 日～ 5 月 11

日まで被災地をはじめ全国で「こいのぼり」を掲揚す

る活動が行われます。

　皆さんも被災地の子どもたちにエールを送るため、

ご協力をお願いします。

【問合せ】仙北市保健課　　 55-1112

子ども手当は
引き続き支給されます

5月5日から5月11日までは
児童福祉週間です

【今年の標語】

｢おいでおいで　みんなで一緒に　遊ぼうよ」

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のた

め、健康管理センターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いくだ

さい。

日時／ 9日（月）、23日（月）　9：30 ～ 11：30

【問合せ】仙北市保健課　  55-1112

５月　おやこ交流広場

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のあ

る方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃん

などどなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へ

ご連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。
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　この春、花々に心をよせ、キレイを磨き、男を

磨き、そしてなによりも人を磨く！

　そんなあなたに、ご紹介します。

　

「花図鑑」「フロントガーデン」「ベランダで花づ

くり」「はじめての観葉植物」「植物の病気と害虫

防ぎ方・なおし方」「土・肥料・鉢植えの基本と

コツ」「野菜の上手な育て方大事典」「野菜づくり

の教科書」「ごはんでキレイにダイエット」「佐伯

チズキレイの躾」「世界一受けたい美女養成講座」

「泡洗顔をやめるだけ」「恋するメイク」「食べる

美女肌セラピー」「平林都の接遇道」「また会いた

いと思われる人の 38 のルール」「遊ばない社員

はいらない」「稼ぐ人はなぜ、長財布を使うのか？」

「東京を経営する」「ユニクロ帝国の光と影」「9

割がバイトでも最高のスタッフに育つディズニー

の教え方」

　ぜひ読んでみてください。　

今月のオススメ本

田沢湖図書館

Books

　田沢湖図書館には、「十五日会」から毎年図

書カード（額面 3 万円）の寄贈が続けられてい

ます。図書館ではそれを利用して、児童向けの

良書を購入し利用に供してきました。

　このたび文庫の看板が完成し、代表の平岡三

郎氏と秋田銀行田沢湖支店佐藤支店長のお二人

によって届けられました。

　看板は、田口隆成氏が大切にしていた厚さ

4cm ほどの見事な年輪が刻まれたけやきの板

を使用。さらに「筆の会」代表元野英雄氏の文

字が記され趣深い仕上がりとなっています。

【単行本】

・あなたがいる場所／沢木耕太郎

・ライ麦畑で熱血ポンちゃん／山田詠美

・ちょちょら／畠中恵

・幸せを呼び寄せる 30 の「気づき」／木村藤子

・安部公房伝／安部ねり

・V．[ 上 ][ 下 ] ／トマス・ピンチョン

・死んでも何も残さない／中原昌也

・新訂　日本語を学ぶ人の辞典／にほんごの会

・十字軍物語 2 ／塩野七生

・ハウス・オブ・ヤマナカ／朽木ゆり子

・一枚の白いシャツ／河毛俊作

・パリのビストロ手帖／川村明子

・養老孟司の大言論Ⅱ／養老孟司

・「進化論」を書き換える／池田清彦

・キューバへ行きたい／板垣真理子

・「社会的うつ病」の治し方／斎藤環

【新書】

・日本語教室／井上ひさし

・サービスの達人たち／野地秩嘉

・プロ野球解説者の嘘／小野俊哉

・改築上手／平尾俊郎

　新潮社から寄贈された図書を紹介します。

●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。この

ほかたくさんの新着図書が入ってきています。

新着図書

学習資料館

Books

「十五日会文庫」に待望の看板

田沢湖図書館

Topics

　楽しい初夏のひととき、紙芝居・読み聞かせ・

手話…。最後はみんなで歌おう！

日時／ 5 月 28 日（土）　10：00 ～

【問合せ】田沢湖図書館　 43-1307

おはなし玉手箱

田沢湖図書館

Information

田沢湖図書館／ 2日、3日、4日、5日、9日、16日、

23日、30日

学 習 資 料 館 ／ 2日、9日、16日、23日、30日、

31日（月末整理休館日）

※ 3日、4日、5日は開館します。

イベント交流館／ 2日、9日、16日、23日、30日

５月の休館日のお知らせ

田沢湖図書館・学習資料館・イベント交流館

Information

　文学館ボランティア「やさいの花」（代表　小柳

生子）による朗読公演「走れメロス」が次のとお

り開催されます。

　皆さま、お誘いあわせのうえ、ご来館ください。

日時／ 5 月 19 日（木）13：00 ～ 15：00

内容／

　「走れメロス」太宰 治

　「1000 の風　1000 のチェロ」いせ ひでこ

　「字のない葉書」向田 邦子

　「ふるさとのおかあさん」高倉 健

　「くじけないで」柴田 トヨ

会場／仙北市総合情報センター・学習資料館　

1 階ラウンジ　　　　　

参加費／無料

【問合せ】仙北市総合情報センター・学習資料館

43-3333

朗読公演「走れメロス」

文学館ボランティア「やさいの花」

Information

　

昨
年
９
月
、
仙
北
市
で
の
ジ
ャ
パ
ン
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
全
国
総
会
開
催
を
き
っ
か
け

に
、
県
内
Ｆ
Ｃ
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

北
秋
田
市
や
三
種
町
で
も
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
Ｆ
Ｃ
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
今
年
度

は
お
隣
大
仙
市
で
Ｆ
Ｃ
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
大
仙
市
で
３
月
９
日
、
Ｆ
Ｃ
の
勉

強
会
が
あ
り
、
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
が
講
師
と
し

て
招
か
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
の
設
立
経
緯
と
現

状
に
つ
い
て
。
Ｆ
Ｃ
の
役
割
や
、
実
際
ロ
ケ
を

呼
ぶ
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
、
具

体
的
な
内
容
も
多
く
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
大

仙
市
は
広
く
、
ロ
ケ
地
に
な
り
得
る
素
材
も
多

い
の
で
、
魅
力
的
な
ロ
ケ
候
補
地
を
発
信
で
き

そ
う
で
す
よ
。
大
仙
市
と
仙
北
市
、
お
互
い
に

協
力
し
合
っ
て
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

か
く
の
だ
て
Ｆ
・
Ｃ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
だ
よ
り

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）　

 43-3352

http://kakunodate-fc.jp/

【養成講座】

日時／ 5 月 14 日（土）、15日（日）

　9：30 ～ 15：00

会場／角館樺細工伝承館第２研修室

受講料／ 1,000 円（当日徴収）　　　　

募集対象／仙北市内在住の方、案内活動をする意

思のある方、年齢 65 歳までの方

申込期限／ 5 月 10 日（火）

その他／講習終了後 5 回程度の実地研修あり（実

施は各人の都合を勘案する）

【問合せ】案内人組合事務所　 55-1670

携帯電話 090-7793-6309　FAX 55-1680

新人募集と養成講座のお知らせ

かくのだて歴史案内人組合

Information

会期／ 6 月 5 日（日）まで

会場／新潮社記念文学館

開館時間／ 9：00 ～ 17：00　（開館は16：30

まで）

休館日／毎週月曜日

入館料／大人 300 円、中学生以下 150 円

（仙北市民の方は無料）　　

【問合せ】新潮社記念文学館　 43-3333

作家　千葉治平と田沢湖物語

クニマス発見記念

Information

自筆カット「山の湖の物語」より

千葉治平（1921-1991）

大正 10年、旧田沢湖町に生まれる。15

歳で単身、満州に渡り、昭和19年大連市

の南満州工業専門学校を卒業後、満鉄に

入り、応召。同年帰国。復員後、日本発

送電を経て、東北電力勤務。

昭和21年「蕨根を掘る人々」で秋田魁新聞の第一席

に当選。29年「馬市果てて」で地上文学賞（家の光

協会）。

昭和40年「虜愁記」で第54回直木賞受賞。

「八郎潟―ある干拓の記録」（講談社）、「アンデスの花」

（家の光協会）、「山の湖の物語」（秋田文化出版社）ほか。

平成3年の「南部牛方ぶし」（盛岡タイムス）が絶筆

となった。
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イベントイベントイベント

お知らせお知らせ

受講無料！
セミナー参加者募集！

　市内求職者・転職希望者等の方を

対象に、セミナーを開催します。

　なお、雇用保険受給者の方は、求

職活動の実績としてカウントが可能

です。ぜひ、ご参加ください。

【パソコン入門コースセミナー】

　パソコン未経験者や初心者の方を

対象に、電源の入れ方や文書作成・

表計算ソフト、インターネットの使

い方等を学びます。

■日時　5月19日（木）、20日（金）、

　26日（木）、27日（金）

　10：00～ 15：00

■場所　仙北市総合情報センター

■定員　10人（応募多数の場合は選考）

■申込期限　開催初日の1週間前

　セミナーの詳細は、ハローワーク

角館に設置している案内チラシや協

議会ホームページをご覧ください。

http://koyou-semboku.jp/

■問合せ　仙北市雇用創造推進協議会

　（商工課 緊急雇用対策室内）佐藤

　 55-4858　FAX 54-4102

交通事故無料相談

　交通事故でお困りの方はご相談く

ださい。相談料無料。

■相談日時　月～金曜日（祝日除く）

　9：00～ 12：00、13：00～ 17：00

■弁護士相談　毎月第2・第4木曜日

　13：00～ 16：00（要予約、要面談）

■問合せ　秋田自動車保険請求相談

センター　 018-823-5922

5月11日～ 20日
春の全国交通安全運動

「平成 23年春の全国交通安全運動」

が 5月 11日から 20日までの 10日

間実施され、期間最終日の 5月 20

日は「交通事故死ゼロを目指す日」

となっています。

主な推進事項

１. 子どもと高齢者の交通事故防止

２. 自転車の安全利用の推進

３. 後部座席など全ての座席のシー

　 トベルトとチャイルドシートの正 

　 しい着用の徹底

４. 飲酒運転の根絶

　運動期間中を含め、市民皆様のご

協力をお願いします。

・仙北市交通安全対策協議会

・仙北警察署

・仙北地区交通安全協会
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　音の出るピンポン球を卓球台の上

で転がし、お互いにラケットで打ち

合う、卓球によく似たゲームです。

目の不自由な方も、そうでない方も

共に楽しめる軽スポーツです。

　動きやすい服装で、お気軽にご参

加ください。参加無料。

■日時　5月15日（日）10：30～15：00

■会場　仙北市勤労青少年ホーム

■問合せ　仙北市視覚障害者協会　

　 54-1834

サウンドテーブルテニス
体験講習会

相談相談

　行政相談委員は、総務大臣から委

嘱を受け、国の仕事などについての

苦情や意見・要望を受け付け、皆さん

と関係行政機関との間に立って、そ

の解決を図る、いわば「行政と住民の

パイプ役」です。

　仙北市の行政相談委員は次の3人

の方で、自宅で相談を受付けていま

すので、お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】

◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

【行政相談所開設】

◆ 5月11日（水）　13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 5月18日（水）　13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

■問合せ　仙北市総務課　 43-1111

行政に関する困りごとは
行政相談委員に

　社会福祉協議会では、相談援助活

動として心配事相談を行っています。

　地域や日常生活で抱える心配ごと

に相談員が適切な助言を行い、相談

内容によっては関係機関へ連絡をと

るなど、心配ごとの解決の手助けを

させていただきます。お気軽にご利

用ください。

◆ 11日（水）13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 12日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

◆ 16日（月）10：00 ～ 12：00

　西木公民館

◆ 18日（水）13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

◆ 26日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

■問合せ　仙北市社会福祉協議会

　 52-1624

社会福祉協議会
5月の心配ごと相談日程

生保内財産区の薪材を
払下げします

　雑木の間伐事業により副産物とし

て生産された薪材の販売を、生保内

地域にお住まいの方を対象に予約受

付します。

■生産材の所在　田沢湖生保内字駒ヶ

　岳（ブナ林改良）区域内

■予約受付期間　5月9日～13日

■予約申込方法　申込用紙を管財課

　（財産区担当）で準備しています。

■生産材の状況および搬出方法　

　　伐倒した材を玉切りにしていま

　すので、現地に棚積し検収を受け、

　林内から自主搬出してください。

■予定数量　若干釜

■販売先の決定方法　予約をしてい

　ただいた方の中から、抽選で決定

　します。

■販売価格　財産区指定価格（2,100

　円 /釜）

■問合せ　仙北市管財課（財産区担当）

　 43-1114

5 月の献血日程

■日時・場所　5月25日（水）

　10：00 ～ 11：00 ／市役所角館庁舎

　11：20 ～ 12：10 ／㈱今光学機械製作所

　13：30 ～ 14：40 ／仙北警察署

　15：00 ～ 16：00 ／㈱唐土庵いさみや

■問合せ　仙北市保健課

　 55-1112

5 月の休日歯科当番医

1日／金子歯科医院

（大仙市大曲） 0187-63-7300

8日／ホワイト歯科医院

（大仙市大曲） 0187-86-3180

15日／ささき歯科医院

（仙北市田沢湖） 44-3548

22日／冨塚歯科医院

（大仙市刈和野） 0187-75-1015

29日／畠山歯科医院

（大仙市大曲） 0187-62-3636

■期日　5月 25日（水）－小雨決行－

　受付／8：15～ 8：45　開会式／9：00～ 9：30　プレー開始／9：35～

　閉会式／15：30～（予定）

■会場　落合運動公園内（角館町西野川原地内）

■参加資格　仙北市民であれば誰でも参加できます。

■その他　昼食は各自持参してください。

　　クラブ・ボール・マーカー等は各自持参ください。

　　プレー中の事故については、応急処置のみ主催者側で対応しますが、

　基本的には自己責任でお願いします。

■参加定員　無し

■プレー規則　日本グラウンド・ゴルフ協会のルールを準用します。

■プレー方法　A（赤）・B（青）・C（黄）・D（緑）各8ホール、合計32ホー

　ルの合計打数で個人戦の順位を競う。

　※同打数の場合　①ホールインワンの多い方　②2打数の多い方　

　　③年長者

■申込期限　5月 15日（日）必着

■主催　チャレンジデー仙北市実行委員会

■主管　仙北市グラウンド・ゴルフ連盟

■申込・問合せ　仙北市グラウンド・ゴルフ連盟　事務局　信田幸雄

   ・FAX 共通　44-2672　携帯 090-2798-6084

※申し込みされる方は、名前、地区、性別を必ずお知らせください。

※FAXを利用する方は、任意の様式で申込みください。

仙北市民交流
グラウンドゴルフ大会

介
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号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳

未
満
で
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因

が
、
が
ん
末
期
や
脳
梗
塞
な
ど
16
種
類

の
特
定
疾
病
と
診
断
さ
れ
た
方
）

◆
申
請
の
仕
方

・
申
請
書
に
被
保
険
者
証
（
第
２
号
被

保
険
者
は
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
）

を
添
え
て
市
の
介
護
保
険
担
当
課
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険
事

務
所
に
申
請
し
ま
す
。
申
請
書
は
各
窓

口
で
入
手
で
き
ま
す
。

・
申
請
は
本
人
や
家
族
の
ほ
か
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
、
介
護
保
険
施
設
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
代
行
し
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
す
で
に
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
に
は
認
定
有
効
期
間
終
了
の
60

日
前
に
、
更
新
申
請
の
手
続
き
の
用
紙

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
今
後
続
け
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
そ
の
更
新
申

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
現
在

使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
を
持
参
し

て
各
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
要
介
護
認
定

・
認
定
調
査
（
心
身
の
状
態
や
日
常
の

生
活
能
力
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
）
の

結
果
と
主
治
医
意
見
書
を
も
と
に
保

健
、
医
療
、
福
祉
の
専
門
家
が
審
査
し

ま
す
。

・
認
定
結
果
は
「
非
該
当
」「
要
支
援
１
、

２
」「
要
介
護
１
～
５
」
に
分
か
れ
ま
す
。

な
お
、
認
定
の
有
効
期
間
は
最
長
で
24

カ
月
で
す
。（
新
規
申
請
の
方
は
６
カ

月
で
す
）

・
認
定
は
、
原
則
と
し
て
、
申
請
か
ら

30
日
以
内
に
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

特
別
な
理
由
で
認
定
が
遅
れ
る
場
合

は
、
遅
れ
る
理
由
と
い
つ
ご
ろ
認
定
さ

れ
る
予
定
か
を
通
知
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／

　
介
護
保
険
事
務
所
　
認
定
審
査
班

　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
２

　
仙
北
市
長
寿
支
援
課

　

（
43
）
２
２
８
１

17



18Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく19

　
こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を
受

け
る
権
利
が
発
生
し
た
当
時
に
、

受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
る
配
偶
者
や
お
子
様

が
い
る
場
合
で
、
障
害
等
級
が

１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る

方
に
加
算
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
４
月
施
行
の
「
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
障
害
年
金
を

受
け
る
権
利
が
発
生
し
た
後
に
、

生
計
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ

た
配
偶
者
や
お
子
様
が
い
る
場

合
に
も
届
出
に
よ
っ
て
加
算
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
3
月
ま
で
は

　
受
給
権
発
生
時
に
既
に
生
計

を
維
持
す
る
配
偶
者
や
お
子
様

を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
受

給
権
発
生
時
（
※
１
）
か
ら
加

算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
１
　
受
給
権
発
生
時
に
お
け

る
生
計
維
持
関
係
を
確
認
し
て

い
ま
し
た
。

平
成
23
年
４
月
か
ら
は
加
算
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
前

に
、
受
給
権
発
生
後
に
生
計
を
維

持
す
る
配
偶
者
や
お
子
様
を
有

し
て
い
る
場
合
に
は
、
法
施
行
時

（
※
２
）
か
ら
加
算
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
２
　
平
成
23
年
３
月
31
日
に

お
け
る
生
計
維
持
関
係
を
確
認

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　　
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
、

受
給
権
発
生
後
に
生
計
を
維
持

す
る
配
偶
者
や
お
子
様
を
有
す

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の

事
実
が
発
生
し
た
時
点
（
※
３
）

か
ら
加
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
３
　
婚
姻
、
出
生
等
の
事
実

が
発
生
し
た
日
に
お
け
る
生
計

維
持
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運

用
の
見
直
し
と
児
童
扶
養
手
当

と
の
関
係
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
で
、

併
せ
て
障
害
基
礎
年
金
の
子
加

算
の
運
用
に
つ
い
て
も
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
お
子
様

が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の

対
象
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
平
成
23
年
４
月
以
降
は
、

児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
額
を
上
回
る
場

合
に
は
、
年
金
受
給
権
者
と
お

子
様
の
間
に
生
計
維
持
関
係
が

な
い
も
の
と
し
て
取
扱
い
、
子

加
算
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
に

よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
下
記
の
照
会
先
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
の
間
で
受
給
変

更
が
で
き
る
場
合
と
は

両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当

法
施
行
令
で
定
め
る
障
害
（
国

平
成
23
年
４
月
か
ら

　「
障
害
年
金
加
算
法
」
が

　
　
　
　
　
施
行
さ
れ
て
い
ま
す

第3セクター情報第3セクター情報

西木温泉　クリオン　 47-2010

【各種団体、町内会などにオススメ！「日帰りプラン」】

　お料理 3,000 円（税込）より承ります。

●ご利用特典／①ご利用時の入浴料サービス　②ご宴
　会時のカラオケ歌い放題　③無料送迎バスのご手
　配　④お料理 4,000 円（税込）以上をご利用の場合、
　お一人様につき、お銚子 1 本サービス

【休館日のお知らせ】

　館内保守点検のため、5 月16 日（月）から19日（木）
までの 3 日間休館となります。大変ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解のほどよろしくお願いします。

株式会社　西宮家　 52-2438　

【レストラン北蔵　母の日スペシャルランチ】

◆日時／ 5月8日（日）　　11：00 ～ 14：00
◆料金／ 1,200 円

【華麗なるちりめんの世界】

◆日時・場所／ 5月3日（火）～ 5日（木）
　10：00 ～ 17：00　米蔵 2 Ｆ

【母の日フェア　～ちょっとおしゃれなホームウェア～】

◆期日・場所／ 5月1日（日）～ 8日（日）　　米蔵

【大人のブラウス】

◆期日・場所／ 5月15日（日）～ 18日（水）　米蔵 2 Ｆ

株式会社　花葉館　 55-5888

【レストランイベント】
●初鰹料理フェア
　◆日時／ 5 月 27 日（金）　18：30 ～
　◆料金／ 4,200 円　飲み放題

【感謝宿泊「さなぶり」プラン】

　◆期日／ 5 月 10 日（火）～ 7 月 22 日（金）
　◆料金／お一人様 6,500 円から（3 名様以上）

【花葉館グラウンドゴルフ】昼食・弁当300円（要予約）

●仙北市長杯大会
　◆日時／ 5 月 16 日（月）
　◆参加資格／仙北市民・花葉館会員

●花葉館杯春季大会
　◆日時／ 5 月 22 日（日）
　◆参加資格／オープン
　◆参加費／ 1,000 円（事前申込が必要です）

ハートハーブ

【全館オープンのお知らせ】

　大震災の影響により、延期になっていましたが、
4 月 23 日から全館オープンしています。
　例年より二週間遅い開園となりますが、皆様のご
来園をスタッフ一同心よりお待ち申し上げます。

【大好評ランチバイキング同時開催！】

◆時間／ 11：00 ～ 15：00（14：30 受付終了）

株式会社　アロマ田沢湖　 43-2424

国民年金
だより

民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険

法
１
級
相
当
）
の
状
態
に
あ
る

こ
と
で
、
配
偶
者
に
支
給
さ
れ

る
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
で
受
給
変
更
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
の
間
で
受
給
変

更
が
で
き
な
い
場
合
と
は

　　
母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方

は
、
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基

礎
年
金
の
子
加
算
で
受
給
変
更

が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
照
会
先
／

【
障
害
年
金
加
算
改
善
法
に
つ
い

て
】

　
お
近
く
の
年
金
事
務
所
、
街

角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
（
仙
北
市
市
民
課
　

（
43
）
３
３
０
７
）　

【
児
童
扶
養
手
当
額
や
児
童
扶
養

手
当
制
度
に
つ
い
て
】

　
仙
北
市
子
育
て
推
進
課
　

　

（
43
）
２
２
８
０



【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
藤原良隆 ( 中菅沢 )　
難波栄子 ( 外ノ山 )
藤峰成利 ( 山根町 )
黒澤昇　 ( 竹原町 )
世古寸喜展世話人会
茶たての清水を守る会　青柳征
千葉モモヱ ( 生保内字浮世坂 )
田本熊夫 ( 上桧木内字鷲ヶ台 )
三浦誠二 ( 神代字街道南 )
角館感恩講

東日本大震災義援金として
秋田県共同募金会へ
米澤甚栄 ( 広久内 )
小倉前町内会 ( 角館町 )
下屋敷町内会 ( 角館町 )
仙北市社会福祉協議会役員一同

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉
佐藤  昊

こ う き

樹  ( 裕之 ) 生保内字牛沢

古郡  心
み ひ ろ

優  ( 巧 ) 生保内字上滝沢

髙橋  芽
め い

唯  ( 謙二 ) 生保内字武蔵野

下田  遼
はる

     ( 勝 ) 生保内字武蔵野

荒澤  ことね  ( 慎太郎 ) 岡崎字鳥居野

佐藤  伊
い さ き

咲季  ( 嘉章 ) 神代字白籏

金子  蓮
れ ん と

叶 　 ( 智和 ) 神代字竹原

真崎  那
な な

菜 　 ( 修平 ) 卒田字上清水

髙橋  咲
は な

花  ( 理将 ) 上菅沢

髙貝  詩
し お り

織  ( 嘉教 ) 上野

岩城  晴
は る か

香  ( 幸二 ) 七日町

小林  彩
あ や な

奈  ( 龍夫 ) 竹原町

【角館寿楽荘へ】
秋田リオン補聴器販売 ( 株 )
代表取締役　鈴木俊宏
スポーツコンサルタント  シバタ
柴田栄宜

ありがとうございます善  意
( ３月受付分 )  敬称略

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉
佐々木  マサ  (80) 生保内字下高野

村田  マサヱ  (83) 生保内字造道

橋本  金男      (60) 生保内字堂ノ前

田口  シモ      (85) 生保内字下滝沢

田中  トメ      (81) 生保内字上滝沢

田口  幸治      (70) 生保内字武蔵野

近藤  チヱ      (91) 生保内字武蔵野

草彅  正治 　 (68) 生保内字武蔵野

髙橋  龍一 　 (82) 生保内字浮世坂

田口  タヨ 　 (95) 生保内字野村

千田  康正　  (71) 田沢字開元

藤川  金一　  (93) 角館東前郷字折橋

小野寺  昭一  (84) 神代字柏林

髙橋  あつ子  (76 ) 梅沢字西田

尾堂  ヨシ子  (80) 卒田字中野

佐々木  一也  (77) 下川原

藤原  ユキ　  (88) 中菅沢

鈴木  敬二　  (74) 上野

中村  イサヲ (103) 岩瀬下タ野

大山  光子  　(75) 西下タ野

門脇  ミツ　  (94) 岩瀬

金谷  誠子　  (70) 川原町

青桺  淑子　  (74) 小勝田中川原

伊藤  紀子　  (78) 西長野上野

菅原  子　  (85) 西長野中泊

菅原  イヱ　  (94) 雲然田頭

小山  幸子 　 (72) 白岩前郷

渡邉  榮一  　(83) 白岩前郷

雲雀  清一 　 (95) 薗田別当村

佐藤  サタ子  (80) 広久内合野

鈴木  澄　　  (88) 上桧木内字堀内

田本  慶治　  (99) 上桧木内鷲ケ台

小林  三男　  (81) 桧木内字吉田

山口  マツヱ  (82) 桧木内字松葉

橘  鑅二郎　  (90) 桧木内字長戸呂

照井  イト　  (94) 上荒井字仁平

佐藤  チヤ　  (89) 門屋字入江

【角館小学校へ】
角館小学校ＰＴＡ会員一同
会長　柏谷真一

【角館町育英会へ】
角館感恩講 
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■応募資格　秋田県民の方、県内で    
　勤務、通学の方もＯＫ
■応募締切　5 月 25 日到着分まで
■対象施設　市内全宿泊施設（キャ
　ンプ場、バンガロー除く）
■応募方法　住所、氏名、年齢、電
　話番号を明記の上、ハガキ、ＦＡＸ、
　Ｅメールでご応募ください
■当選発表　5 月 27 日当選者に郵送
■利用期間　6月 1日～ 7月 31 日
■問合せ・申込先　仙北市観光課
　〒 014-0318　仙北市角館町中町 36
　TEL 0187-43-3352　
　FAX 0187-54-4102
　E メール kanko@city.semboku.akita.jp

宿泊クーポン券2,000円券を

500名様に
仙北・花紀行

プレゼント！

 　　　　　　　　　　　   
  

出生　１３人

死亡　４１人

転入１２０人　

転出１８２人

人口の動き 3 月   （前月比）　（前年同月比）

   人口　   ３０，１７４人　  （－９０）　（－３８９）
  （男）　　１４，１６０人　  （－４３）　（－１９２）
  （女）　　１６，０１４人　  （－４７）　（－１９７）
  世帯数　１０，８１３世帯（－　４）　（＋　１７） ３月届出分・敬称略

戸籍の窓口から
1

姉妹都市・提携都市交流物産展
■時間　9：30 ～ 16：30　■場所　市役所角館庁舎前

2

3

4

5

6
7
8
9
10

11
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

12 社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

13
14
15
16 社会福祉協議会　心配ごと相談日

■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　西木公民館

17

18
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

19
文学館ボランティア「やさいの花」

朗読公演「走れメロス」
■時間　13：00 ～ 15：00　
■場所　仙北市総合情報センター・学習資料館

20
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仙北市の行事予定

5月1日（日）～5月20日（金）

火

水

土

日

月

金

日

月

火

木

金

月

水

木

土

日

▼田沢湖庁舎に勤務となり１カ月、

やっと暖かい日が続くようになっ

てきました。通勤途中で駒ケ岳が

正面に見える所があります。そこ

では道路気温表示板も目に入り、

まだまだ真っ白な駒ケ岳を背景に、

只今の気温 12℃・・・。春の感じ

方を新たに見つけた気がしました。

（＠＠）　 ▼市内各地で花が咲き始

めています。今（広報編集終了日）

は、刺巻のミズバショウと八津・

鎌足のかたくり・一番咲きコース

で見ごろを迎えてます。角館の桜

はもう少し。大型連休には、満開

の桜が皆さんを楽しませてくれそ

うです。（ＴｅＮ）　 ▼表紙を含め 5

ページに渡った地域特集「おらほ

ノ魂」田沢地域。いかがだったで

しょうか。取材の際はご協力あり

がとうございました。広報編集委

員の皆さんが取材し、構成した「市

民参加の手作り特集」です。以降、

市内各地域にスポット当てていき

ますので、お楽しみに。（－－）

編集後記

○○のつぶやき

刺巻ミズバショウ祭り
5 月 5 日まで
場所／刺巻湿原（田沢湖）

八津・鎌足
かたくり群生の郷
5 月 5 日まで
場所／八津・鎌足（西木町）

がんばろう！東北
角館の桜
5 月 5 日まで
場所／武家屋敷通り・
桧木内川堤（角館町）

水

木

火

金
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